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会 議 録 

 

1 会議名 

令和 4年度 第 10 回高士区地域協議会 

2 議題（公開・非公開の別） 

（1）自主的審議事項（公開） 

・旧高士スポーツ広場（旧高士中学校跡地）の活用策について 

 ・意見書の内容について 

3 開催日時 

令和 5年 2月 20 日（月）午後 6時 30 分から午後 7時 48 分まで 

4 開催場所 

高士地区公民館 大会議室 

5 傍聴人の数 

  1 人 

6 非公開の理由 

なし 

7 出席した者（傍聴人を除く）氏名（敬称略） 

・委 員：青木正紘（会長）、井澤裕一、上野秀平、玄蕃郁子、髙𣘺清司（副会長）、

樋口里美、日向こずえ（副会長）、松山公昭 （欠席 4人） 

・事務局：中部まちづくりセンター 小林センター長、藤井係長、山﨑主事 

8 発言の内容（要旨）  

【山﨑主事】 

 ・会議の開会を宣言 

 ・上越市地域自治区の設置に関する条例第8条第2項の規定により、委員の半数以上の出

席を確認、会議の成立を報告 

【青木会長】 

 ・挨拶 

【山﨑主事】 

 ・上越市地域自治区の設置に関する条例第8条1項の規定により、会長が議長を務めるこ

とを報告 
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【青木会長】 

 ・会議録の確認者：樋口委員 

  次第 2 議題「（1）自主的審議事項」の「旧高士スポーツ広場（旧高士中学校跡地）の

活用策について」に入る。事務局より説明を求める。 

【小林センター長】 

 ・スライドを使って前回までの経過を説明 

 ・資料 1を基に意見書のたたき台を説明 

 ・資料 2を基に意見書の具体的な内容の検討を依頼 

【青木会長】 

  今ほどの説明について、質問のある委員の発言を求める。 

（発言なし） 

  それでは、資料 2に基づき、意見書の内容を検討していく。 

  事前に各自で〇・△・×を付けてきたと思う。それらを付けた感想や気付いたことに

ついて、各委員の意見を求めていきたいと思う。 

  上野委員から順に発言願う。 

【上野委員】 

  手順 1 のハード面では、水道・落下防止ネット・トイレは、どの事業をするにも優先

的に整備が必要であると思った。ただし電気は必ずしも必要ないかもしれないので、第

2段階の整備でよいと思う。 

  ネットについては、以前使っていたものが残っているので、それを利用すればよいと

思う。ただし経年劣化している可能性があるので、確認が必要である。 

  次に、手順 2 のソフト面についてである。高士区の考えとしては「多目的に利用でき

る広場にしたい」ということなので、資料 1行目の「夏祭りや塞ノ神」、4行目の「自然

を活用した広場」、5行目の「芝生広場」などが当てはまると思う。 

  特に芝生については、地区の皆さんで協力して植栽するということも可能だと思う。 

  また、現在はスポーツ広場の草刈りを年 3 回、地区町内会や体育協会、消防団などの

地区住民で実施している。 

  地区として多目的に利用できる広場として活用したいと思っている。 

【青木会長】 

  資料 2のソフト事業については 11 項目あるので、上から順に番号を振ってほしい。以
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後、その番号を使って発言願う。 

【髙𣘺副会長】 

  一つ確認したい。事務局からハード整備とソフト事業の項目を挙げてもらっているが、

この項目以外に追加する意見はないか。 

【小林センター長】 

  事務局から補足として、資料の作りを説明する。 

  資料 2 では、これまでの審議で出てきたハード整備やソフト事業の意見を記載してい

る。ただし、今ほど髙𣘺副会長から指摘があったように、このほかにも必要な資機材や、

地域で取り組めるソフト事業があれば、追加していただいて構わない。そのことを期待

して、縦軸と横軸のそれぞれに空欄を作ってある。今出ている項目に縛られる必要はな

いので、提案があれば大歓迎である。 

【青木会長】 

  この後説明があるが、意見書の提出は 7 月頃を目安に考えている。そのため、議論を

急ぐ必要はない。このほかに提案があればぜひ取り入れたいと思っている。 

  髙𣘺副会長は何かあるのか。 

【髙𣘺副会長】 

  私は、自然を活用した広場ということで、冬も雪を上手く活用した広場の運営ができ

るのではないかと思った。例えば、雪上サッカーや運動会、雪像作りなどが考えられる。 

  また、各種スポーツが楽しめる広場ということで、野球やソフトボールなどもできる

のではないかと思った。この 2点を私は追加した。 

【青木会長】 

  今の「雪を活用した広場」という意見は、上から 4 番目の「自然を活用した広場」に

集約されると思う。また、7 番目の「ゲートボールやグラウンドゴルフ」の中に野球等

のスポーツも含めれば、まとまってくると思う。 

  他にあるか。 

【松山委員】 

  前回欠席していたため、資料の読み方がよく分からなかった。 

  資料 2 については後で回収するということなので、今ここで話し合う必要はないと思

う。資料 1 の具体的な意見については、具体的に書いてみたが、抽象的な内容なのでど

うしたらよいかと思った。 



 4 

【青木会長】 

  今ほど松山委員から進め方の提案があった。一つずつ確認していては時間がかかるの

で、各自、特にソフト事業について重きを置いて発言いただきたい。 

【松山委員】 

そういうことではなく、意見を出すことについては全く問題ない。 

【小林センター長】 

  事務局から補足する。今回お願いしている作業としては、地域で何をするか、そのた

めには何が必要なのかということを、定型式の中に当てはめていき、意見の多いものに

絞っていくというものである。 

  ただし松山委員の言うように、これに当てはまらないような意見も当然あると思う。

その点は、事務局のほうで上手く取り入れていきたいと思っている。 

【青木会長】 

  ここで○・△・×を数えて決を採るわけではないので、今日の進め方としてはどうし

たらよいか。 

【小林センター長】 

  今日は自由に発言していただいて構わない。いただいた意見は事務局で記録しておき、

さらに皆さんの記入した○・△・×を集計して、次回は結果を表でお示ししたいと思う。

今日は意見をまとめる必要はないので、各自感じたことを発言してほしい。 

【青木会長】 

そのように進めたいと思う。 

【井澤委員】 

  私が考えたことは、まずドローンの練習場として開放することはどうなのかと思った。 

  例えばドッグランをやっている横で、子どもが遊具で遊んでいて、そこでドローンの

練習をされてしまうと、安全面でよくないと思う。 

  また、今出ている意見を全て意見書に載せることは不可能なので、同じスペースで何

と何を一緒にできるか、もう少し考えなければいけないと感じた。 

【青木会長】 

上野委員は何かあるか。 

【上野委員】 

  私の意見は先ほど申し上げたとおりだが、加えて管理棟も必要ではないかと思った。 
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  また、今後いろいろな団体が広場を利用することになった場合、どのように利用状況

を確認するかということもある。 

  まずは意見書を提出してみてから、考えていけばよいと思う。 

【玄蕃委員】 

  私としては、もうすでに取り組んでいる事業がいくつかあると思う。 

  例えば、体育協会で健康寿命を延ばす事業をやっていたり、遺跡まではいかないが、

歴史的な場所をウォーキングコースとして回る事業をやっている。子どもたちもあそこ

で遊んでいる。 

  そういう小さなことから始まって、来年度少しでも前に進みたいという思いがある。

私たちの任期もあと 1 年なので、意見書を待たなくてもできる事業がこの中にないかと

考えていた。 

  例えば、花を植えるとか、本当は良い安全ネットを張りたいが、今あるもので最小限

のネット張りをするとか、そういう具体的な動きを来年度できないものかと思っている。 

  それは例えば地域協議会という名前ではなくて、私たちの中でもいいし、参加してく

れる人がいれば「高士の明日を考える会」や「つくる会」でも何でもよいが、何か少し

動いてみることで、話が広がっていくと思う。 

  目指したいものとしては 1 番目である。ただし夏祭りについては小学校が会場のほう

がよいと思うので、△にした。 

  2 番目や 3番目はもう取り組んでいるし、4番目と 5番目は皆さんから協力いただけれ

ばできそうである。 

  あと 7番目から 11 番目までは、活用が軌道に乗ってからでよいと思う。 

  でも、どの事業をするにも水道が欲しいという思いがある。電気はなくてもできる事

業をやればよいが、落下防止ネットはあったほうがよい。トイレもあったほうがよいが、

取り付けてしまうと市の普通財産の場所を私たちが恒久的に使っていくのかという思い

もある。 

  逆に、意見書としてはトイレや水道が欲しいというのと同じように、ソーラーパネル

の設置や岩の原葡萄園による活用など、市としてあの普通財産を有効活用する方向性に

働きかけられないかということまで、意見書に載せられればよいと思った。 

  あの広場は市の財産なので、私たちがいろんなことをやるにしても自ずと制約はある

と思う。その中でやはりできることを考えたほうがよいと思った。 
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【樋口委員】 

  取り組める事業としては、祭りや体育大会だと思う。そのためには水道やトイレ、駐

車場は必要だと思う。それと、落下防止ネットとはどういうものか。 

【上野委員】 

  野球をやっていたときにバックネットや外野席のほうに張っていたネットがある。 

  広場の入り口から体育館跡に向かう通路とグラウンドとの段差が 2 メートル程あり、

そこを子どもたちが自転車で通ったり、保育園児が行ったり来たりしているのが危ない

ので、そういった危険箇所に落下防止ネットを張ろうということである。 

【樋口委員】 

理解した。それであれば、ネットは何をするにも必要だと思う。 

【松山委員】 

これは単年度で終わる仕事なのか。 

【青木会長】 

そうではない。 

【松山委員】 

  そうでないと話にならないと思った。 

  やはりこれまでのいろいろな資料があるので、今までやってきたことと、これからや

りたいことを具体的に出したほうが、地区の人にとっても分かりやすいと思う。 

  何と言っても、私は地区の人の思いをどうやって引き上げるか、そこだけを考えてい

るので、地元の人にきちんと返してあげたい。 

【髙𣘺副会長】 

  私は実現できることという観点で、夏祭り、芝生や花の関係、各種スポーツでの活用

を上げている。 

  高士地区としては、地域の課題である少子高齢化の中、やはり世代間の交流が必要で

ある。それにうまく広場を活用できないかと思っている。 

  そしてハード面については、水道、落下防止ネット、トイレ、駐車場がメインになる

と思う。 

  ただし、まずは広場で何かをする、そのためにはどんなハード整備が必要なのかとい

う考え方で、一つ一つ提案していけばよいのではないかと思った。 

【日向副会長】 
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  高士区としては、地域住民の憩いの場になるように利用したいということが住民の思

いだと思う。そのためには、現状のままでもできるスポーツや、地域活動で利用してい

るということを意見にまとめたらよいと思う。 

  そうすると、地域住民で花を植えることしかできないと思っている。 

  また地域による草刈り等は今まで通り実施していくということになると思う。 

  次にハード整備については、やはりトイレが必要だと思う。 

  私も子どもの幼年野球であの広場を数回利用したことがある。当時中学校のトイレは

まだ使えたのだが、子どもたちは怖くて使えないと言い、練習途中でもトイレにいくた

めに一度家に帰らなければいけないという事態が結構あった。トイレがないと、どうし

ても中断せざるを得ない。 

  子どもたちも「あそこはトイレがないから遊びに行けない」と言っていた。 

  また、保育園ではあそこに遠足に行くことがあるのだが、やはり子どものトイレの時

間は 2 時間が限界で、本当はお弁当を持ってシートを広げてお花見ができればよいのだ

が、やはりトイレがないと散歩での利用しかできない。このようなことから、やはりト

イレは必要だと思う。 

【青木会長】 

  最後に私からも発言する。 

  私の考え方としては、上から 4 番目の自然を活用した広場、老若男女が利用できる広

場にしたいということに尽きると思う。 

  そのためには優先順位というか、ハード整備も含めてすぐにはできないこともあるの

で、来年度中に何ができるかということを考えたいと思った。 

  先ほど玄蕃委員が発言してくれたように、すでにやっていることを広げていくことで、

アピールすることもできると思うし、この 1、2年でやれることの幅を広げていきたいと

思う。 

  来年以降については、今回通らなかった体育大会をやりたいと思うし、そのためには

水道やトイレを整備していかなければいけないので、それは令和 6 年度の地域独自予算

に向けて計画していきたいと思った。 

  資料の 11 項目の中で一つにまとめられるものも結構あるので、次回以降まとめていけ

ればと思った。 

  最後に発言したい委員はいるか。 
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【松山委員】 

  具体的な意見について、私が書いてきたものを読み上げさせてほしい。 

  まず、ソフト事業についての私の思いである。「高士区の住民が地域活性化を願い、数

年来より各種団体、町内会等との意見交換を行い、具体的な願い・要望が詳細にわたっ

て出されました。その中で、地域では心を一つにした活動推進が見られるようになりま

した。ついては、今後とも幼少年から高齢者までの思いを大切にして、具体的イベント

に積極的に取り組んでいただきたい。」これは地域への願いである。 

  次にハード面で、行政に対するお願いである。「地域独自の風物歴史を大切にして、先

祖からの願いを子や孫に伝えることを何よりも大切にして、怠らず諸事業に邁進してほ

しい。」これが私の個人的な意見である。 

【青木会長】 

他にないか。 

（発言なし） 

  それでは、次回の会議では本日の意見や集計結果をもとに、意見書に載せる内容を検

討したいと思う。 

【小林センター長】 

 ・資料 3を基に今後の見通しを説明 

【青木会長】 

  今ほどの説明に対して、質問等あるか。 

（発言なし） 

  以上で次第 2 議題「（1）自主的審議事項」の「旧高士スポーツ広場（旧高士中学校跡

地）の活用策について」を終了する。 

  次に次第 3「その他」の「（1）次回開催日の確認等」に入る。 

 ― 日程調整 ― 

  ・次回の協議会：3月 17 日（金） 午後 6時 30 分から 高士地区公民館 大会議室 

  ・内容：自主的審議事項 

   その他、何かあるか。 

【日向副会長】 

 ・閉会の挨拶 

9 問合せ先 
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自治・市民環境部 自治・地域振興課 中部まちづくりセンター 

    TEL：025-526-1690 

E-mail：chubu-machi@city.joetsu.lg.jp 

10 その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 


